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花園4丁目　島  常雄さん雪の小樽運河

12月29日㈭から1月6日㈮まで、月忌参詣をお休みさせて
いただきますので、どうぞお寺にお参りください。

●除　　夜　　会 （於　本　堂） ･････ 12月31日㈯ 午後 3 時
●除  夜  の  鐘 （於　鐘　楼） ･････ 12月31日㈯ 午後11時50分
●元　　旦　　会 （於　本　堂） ･････  １月１日㈰ 午前 6 時30分
●宗祖聖人御祥月法要 （於　本　堂） ･････  １月15日㈰ 午後１時30分
  　　16日㈪ 午後１時30分
●新 年 交 礼 会 （於　ホール） ･････  １月16日㈪ 午後 4 時

年末・年始のご案内



～
年
頭
の
ご
挨
拶
～

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
新
年
と
申
せ
ば
、
蓮
如
上
人
の
あ
ま
り
に

有
名
な
「
道
徳
は
い
く
つ
に
な
る
ぞ
。
道
徳

念
仏
申
さ
る
べ
し
」
の
一
節
を
忘
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
新
し
い
年
を
迎
え
、
こ
こ
ろ
新
た
に
決
意
を

固
め
る
の
は
た
い
へ
ん
素
晴
ら
し
い
事
で
す
。

　
元
旦
に
は
神
社
・
仏
閣
は
、
家
内
安
全
・

商
売
繁
盛
・
合
格
祈
願
な
ど
、
願
い
事
を

す
る
人
々
で
多
に
ぎ
わ
い
で
す
が
、し
か
し
、

浄
土
真
宗
で
は
仏
さ
ま
に
お
願
い
事
は
い
た

し
ま
せ
ん
。

　
今
年
こ
そ
は
、一
人
ひ
と
り
が
「
伝
道
者
」

で
あ
る
と
い
う
事
に
気
付
い
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
浄
土
真
宗
の
肝
要
は
、「
お
念
仏
相
続
」

が
大
切
な
事
で
す
。

　
あ
る
ご
家
庭
の
御
文
章
箱
の
蓋
の
裏
に
、

　

と
記
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
そ
の
家
の
主
人
が
、
御
文
章
箱
を
あ
け

る
た
び
に
私
達
に
向
か
っ
て
、
両
手
を
つ

い
て
ま
で
頼
ん
で
く
だ
さ
る
ご
先
祖
の
声

が
聞
こ
え
て
き
て
、
も
っ
た
い
な
く
て
、

も
っ
た
い
な
く
て
と
、
声
を
つ
ま
ら
せ
て

い
ま
し
た
。

　
と
言
う
話
を
お
聞
き
し
て
、
そ
の
方
は

す
で
に
、
六
〇
有
余
年
前
に
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
方
の
願
い
が
言
葉
と
な
っ

て
今
も
、
生
き
続
け
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
生
き
続
け
る
で
し
ょ
う
。

　
南
無
阿
弥
陀
仏
の
言
葉
と
な
っ
て
働
き
続

け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
前
（
さ
き
）
に
生
ま
れ
ん
も
の
は
後
を
み

ち
び
く
。

　
真
に「
お
念
仏
相
続
」の
大
切
さ
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。

　
お
念
仏
と
共
に
、
新
し
い
人
生
の
第
一
歩

を
力
強
く
歩
ん
で
ま
い
り
た
い
も
の
で
す
。

�
合
掌

　
新
年
の
ご
挨
拶
の
会
で
す
。

　
別
院
門
徒
で
あ
れ
ば
、
ど

な
た
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
。

　
ご
参
加
希
望
の
方
は
寺
務

所
ま
で
。

新
年
交
礼
会

日時
1月 16日

会費
2,000 円

本
願
寺
小
樽
別
院�

輪
番
　
富
永�

眞
秀

年 

忌 

表

ご
法
事
を
勤
め
て

い
た
だ
く
に

あ
た
っ
て
の
お
願
い

一

周
忌—

平
成
二
十
八
年

三

回
忌—

平
成
二
十
七
年

七

回
忌—

平
成
二
十
三
年

十
三
回
忌—

平
成
十
七
年

十
七
回
忌—

平
成
十
三
年

二
十
三
回
忌—

平
成

七

年

二
十
五
回
忌—

平
成

五

年

二
十
七
回
忌—

平
成

三

年

三
十
三
回
忌—

昭
和
六
十
年

五
十
回
忌—

昭
和
四
十
三
年

ご
法
事
を
申
し
込
ま
れ

る
際
は
、

①
日

　時

②
場

　所

　を
ご
相
談
い
た
だ
き
、

別
院
ま
で
ご
連
絡
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

尚
、
ご
希
望
の
日
時
に

添
え
な
い
場
合
も
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

「
言
上
書
」

　
当
家
は
先
祖
代
々
御
法
義
相
続
の
家

に
つ
き
、
こ
れ
を
子
孫
永
遠
に
必
ず
相
続

相
な
る
よ
う
、
当
家
三
代
目
○
○
佐
次
郎
、

七
二
歳
、
両
手
を
つ
い
て
頼
み
お
き
ま
す
。

　
　
　
昭
和
二
〇
年
一
月

1 月 1 日 	 元旦会

1月 16日	 新年交礼会

3月18～20日	 春季彼岸会

5月 22日	 降誕会

6月 30日	 専如門主ご巡拝
	 （116、118 号掲載）

7月 22日	 仏教婦人会　親睦会
	 （118 号掲載）

8 月 8 日 	 晨朝百日参拝表彰式
	 （118 号掲載）

8月 16日	 初盆法要

9 月 4 日 	 若竹説教所報恩講

9月 19日	 納骨堂総追悼法要

9月20～22日	 秋季彼岸会

9月 27日	 仏教婦人会報恩講

10月13～16日	 小樽別院報恩講
	 （118 号掲載）

10月21～22日	 新光説教所報恩講

11月2～3日	 奥沢説教所報恩講

11月11～13日	 伝灯奉告法要団体参拝
	 （4Pにてお知らせ）

平
成
2 9
年   

年
頭
法
話

　

二
〇
一
七
年  

（
平
成
二
十
九
年
）

２０１６年

小樽別院を
ふりかえって

2017年（平成29年）（2）



除
夜
会

日
時
：
十
二
月
三
十
一
日

　
　
　午
後
三
時

場
所
：
小
樽
別
院
本
堂

　平
成
二
十
八
年
最
後

の
法
要
で
す
。
今
年
一
年

を
本
堂
に
て
静
か
に
ふ
り

か
え
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
ょ
う
。

　お
勤
め
は
約
三
〇
分

で
す
。

元
旦
会

日
時
：
一
月
一
日

　
　
　午
前
六
時
半

場
所
：
小
樽
別
院
本
堂

　平
成
二
十
九
年
最
初

の
法
要
で
す
。
ご
家
族

そ
ろ
っ
て
お
参
り
く
だ

さ
い
。

　約
三
〇
分
の
お
勤
め
が

終
わ
り
ま
し
た
ら
、
ご
流

盃
の
儀
が
ご
ざ
い
ま
す
。

除
夜
の
鐘

日
時
：
十
二
月
三
十
一
日

　
　
　午
後
十
一
時
五
〇
分
よ
り

場
所
：
小
樽
別
院
境
内

　鐘
楼
堂

　新
年
の
始
ま
り
を
除
夜
の
鐘
に
て

お
迎
え
い
た
し
ま
す
。
時
間
前
に
な

り
ま
し
た
ら
、
列
に
並
ん
で
お
待
ち

く
だ
さ
い
。

　な
お
、
別
院
ホ
ー
ル
に
て
年
越

し
そ
ば
を
ご
用
意
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

平
成
二
十
八
年
度
報
恩
講
を
修
行
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

報

納

悼

恩

骨

法

講

堂

要

ご

ご

総

報

報

告

告

追

　法
要
・
行
事
の
ご
案
内

2017年（平成29年）（3）
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ご
報
告

み
な
さ
ん
、春
の
旅
行
はい
か
が
で
す
か
？

　さ
て
、
こ
の
度
の
伝
灯
奉
告
法
要
第
一
回
め
の
団
体
参
拝
の
様
子
は
下

段
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
て
。

　第
二
回
め
は
来
年
春
に
出
発
で
す
。
桜
の
時
期
…
は
少
し
過
ぎ
た
春
の

陽
気
の
中
の
旅
行
。
前
回
は
早
朝
出
発
～
夜
帰
着
の
二
泊
三
日
の
旅
で
し

た
が
、
次
回
は
朝
出
発
、
夕
方
帰
着
の
ゆ
っ
た
り
三
泊
四
日
の
旅
。

　新
聞
に
入
っ
て
い
る
チ
ラ
シ
の
よ
う
な
名
所
を
巡
る
格
安
ツ
ア
ー
は
ご

案
内
で
き
ま
せ
ん
が
、
し
か
し
前
回
ご
参
加
の
皆
様
の
満
足
度
は
高
め
で

し
た
。
次
回
も
み
な
さ
ま
に
損
を
さ
せ
な
い
よ
う
な
素
敵
な
旅
を
ご
提
供

い
た
し
た
く
、
ど
う
ぞ
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ご
検
討
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

日
　程
　四
月
十
五
日（
土
）か
ら
十
八
日
（
火
）

行
　程
　【
十
五
日
】

　
　
　
　関
空
～
京
都
市
内
観
光
～
京
都
泊

　
　
　
　【
十
六
日
】

　
　
　
　午
前
中

　京
都
の
工
房
で
制
作
体
験

　
　
　
　午

　後

　本
山
参
拝
～
京
都
泊
～

　
　
　
　【
十
七
日
】

　
　
　
　お
伊
勢
参
り
（
伊
勢
神
宮
）
・
観
光

　
　
　
　～
鳥
羽
温
泉
泊
～

　
　
　

  

【
十
八
日
】

　
　
　
　鳥
羽
温
泉
～
フ
ェ
リ
ー
で
移
動
～

　
　
　
　～
中
部
国
際
空
港
～
千
歳
～
小
樽

金
　額
　十
六
萬
円
前
後

第
一
回
目
団
体
参
拝
　

　十
一
月
十
一
日
～
十
三
日
の
二
泊
三
日
で
京
都
・
宝
塚
へ
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
お
天
気
も
良
く
絶
好
の
旅
行
日
和
で
し
た
。
初
日
の
ご
本
山
の
参

拝
を
終
え
た
の
ち
は
、
夜
の
京
都
を
自
由
時
間
と
し
て
散
策
も
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
二
日
目
は
伏
見
稲
荷
神
社
・
平
等
院
を
見
学

し
日
本
の
文
化
に
ゆ
っ
く
り
と
浸
っ
て
、
夜
は
宝
塚
ホ
テ

ル
に
て
参
加
者
の
皆
様
と
談
笑
の
時
間
。
そ
し
て
三
日
目

は
宝
塚
歌
劇
団
の
壮
大
な
舞
台
を
堪
能
し
、
北
海
道
へ
の

帰
路
に
立
ち
ま
し
た
。
三
日
間
何
事
も
な
く
行
程
を
終
え

参
加
者
の
皆
様
と
和
気
あ
い
あ
い
と
過
ご
せ
た
こ
と
を
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。「
お
陰
様
」
を
感
じ
る
旅
行
で
し
た
。

次
回
は
四
月
に
二
回
目
の
旅
行
で
す
。
ぜ
ひ
と
も
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
楽
し
い
旅
に
な
り
ま
す
よ
。

大谷本廟にて

平等院 宝塚劇場

伝
灯
奉
告
法
要
団
体
参
拝
の
ご
案
内
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　またこの時期がやってきました。そうです、聖典講読会公開講座です。毎月、小樽別院で歎異抄を
少しずつ読み進めてます。その公開講座、今回もなんと天岸先生をお迎えして開催です。懇切丁寧、
堅苦しくない時間を、聞き逃せない高揚の一時間半をお届けいたします。
　浄土真宗の話は聞いてみたいけど、いつ行ったらいいかわからない…という方にも是非。先着100名。
急ぐべし！！

平成29年2月19日（日）午後1時半（受付）～4時頃まで日時
1,000円受講料

聖典講読会公開講座、開催いたします。

※お問い合わせは小樽別院まで（担当：森）

常
例
布
教

初
瀬
部 

有
可 

師

9
〜
11
日

高
岡
教
区

糸
岡
組 

宝
性
寺

谷
口 

渓
石 

師

7
〜
11
日

滋
賀
教
区

愛
知
上
組 

明
光
寺

藤
井 

和
子 

師

7
〜
11
日

福
井
教
区

足
羽
組 

專
通
寺

本
多 

龍
典 

師

13
〜
16
日

兵
庫
教
区

出
石
組 

乘
専
寺

朝
山 

明
彦 

師

13
・
14
日

北
海
道
教
区

後
志
組

　無
量
寿
寺

鹿
谷 
賢
純 

師

15
・
16
日

北
海
道
教
区

後
志
組

　明
善
寺

13
〜
16
日

佐
々
木 

俊
教 

師

山
陰
教
区

出
雲
組 

覚
専
寺

期
間
中
、
全
国
各
地
か
ら
来
院
さ
れ
る

布
教
使
の
方
よ
り
、
浄
土
真
宗
の
お
話
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
知
っ
て
い
る

よ
う
で
知
ら
な
い
仏
さ
ま
の
お
話
を
、
ご

聴
聞
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

※
布
教
使
が
変
更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

場
所
：
小
樽
別
院
内

時
間
：
14
時
～
15
時
半

1月

2月3月

会員募集中仏教婦人会
　場所／別院ホール	 日時／毎月 7日 13:00　15日 11:00
	 担当者：磯村・西村・津田
仏教壮年会
　場所／ 3階会議室	 日時／毎月 6日　18:00 ～ 19:00
	 担当者：岡﨑・森
彰心会
　場所／若竹説教所	 日時／毎月 7日　18:30 ～
	 担当者：西村
無量講
　場所／ 3階会議室	 日時／毎月 9日　18:00 ～
	 担当者：津田
日曜仏教講座
　場所／ 3階会議室	 日時／第 3日曜日　9:30 ～ 10:30
　配布テキストにて進行	 担当者：櫻井
仏教がやがや会
　場所／ 3階会議室	 日時／毎月 15日　19:00 ～ 20:30
　布教使の方よりご法話を聞かせていただきます	 担当者：磯村・西村・津田

樹心会唯信講
　場所／奥沢説教所	 日時／毎月 10日　正午
	 担当者：磯村
法友会
　場所／新光説教所	 日時／毎月 13日　18:00 ～
	 担当者：森
十九日講
　場所／別院ホール	 日時／毎月 19日　11:30 ～ 13:30
　法話を聞いて一緒にお昼ご飯をいただきます	 担当者：森
おつとめ教室
　場所／ 3階会議室	 日時／毎月 1~2回	火曜日	14:00 ～ 15:30
　おつとめミニ知識満載です	 担当者：磯村
お茶サークル
　場所／浄縁塔お茶室	 日時／毎月第 1・3月曜日	10:00 ～ 15:00
　お越しの方には、お抹茶を振る舞います	 担当者：磯村・西村・津田
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・掛け軸
別院総代　北川喨一様

ご寄贈ありがとうございました。
お茶室にて使用させていただきます。

物品寄贈　御礼

　
専
如
ご
門
主
が
初
め
て
の
ご
著
書
『
あ
り
の
ま
ま
に
、

ひ
た
む
き
に
丨
不
安
な
今
を
生
き
る
丨
』
が
P
H
P
研
究

所
か
ら
刊
行
さ
れ
、
九
月
九
日
か
ら
一
般
書
店
や
コ
ン

ビ
ニ
で
販
売
が
始
ま
っ
た
。

　
ご
門
主
は
、
難
し
い
時
代
を
生
き
抜
く
ヒ
ン
ト
に
な

る
よ
う
に
と
、
こ
れ
ま
で
ご
縁
の
薄
か
っ
た
多
く
の
人

に
向
け
て
浄
土
真
宗
の
み
教
え
を
も
と
に
し
た
生
き
方
、

考
え
方
を
語
り
か
け

ら
れ
て
い
る
。

B
6
変
形
判

1
6
0
ペ
ー
ジ

本
体
6
0
0
円
+
税

小樽別院よりのお願いとお知らせ

　小
樽
別
院
に
登
録
さ
れ
て
い
る
代
表
者
の
方
の
連
絡
先
が
不
明
に
な
っ

て
い
る
ご
家
庭
が
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

　左
記
の
場
合
に
は
必
要
書
類
に
ご
記
入
い
た
だ
き
ご
提
出
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
必
ず
お
寺
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

①
代
表
者
ま
た
は
納
骨
堂
管
理
者
の
転
居

②�

代
表
者
ま
た
は
納
骨
堂
管
理
者
が
変
更
に
な
る
場
合

※
ご
印
鑑
や
印
鑑
登
録
証
明
・
戸
籍
謄
本
、
ご
本
人
の
署
名
が
必
要
と
な

る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
電
話
に
て
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　尚
、
お
盆
・
お
彼
岸
等
別
院
行
事
の
あ
る
場
合
は
、
ご
希
望
の
日
時
で
の

納
骨
や
ご
法
事
等
お
受
け
で
き
な
い
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も

事
前
に
別
院
に
日
程
や
時
間
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

別
院
門
徒

�

物
故
者�

（
平
成
二
十
八
年
十
月
末
現
在
）

編
集
後
記

　数え年では、元旦を迎えるとみなが一斉に年をとり、誰にとってもめ
でたい事であるから「あけましておめでとう」と挨拶を交わしたのでし
た。年をとることを嘆く人もいます。もし年の変わり目がなければその必
要はありません。年を数えることすら知らず、今よりあっという間に人生
が過ぎていくのではないでしょうか。
　一年があっという間だと気づかされる度に、今この私に空しい人生を
送らせまいとする願いが聞こえてくるように思えます。今年もありがたく
年をとらせていただきましょう。

津田

門徒委員 
平田　晴己
竹澤　知恭
福川ヨシ子

別院担当者
西村　玄介
津田　造士

編
集
委
員

小樽市若松1丁目4番17号 

☎0134−22−0744
 0134−29−4080

本願寺小樽別院連
絡
先

	 1/	 1 ㈰～		1/15㈰ 輪番
	 1/	16㈪～		1/31㈫ 村田
	 2/	 1 ㈬～		2/15㈬ 西村
	 2/	16㈭～		2/28㈫ 森
	 3/	 1 ㈬～		3/15㈬ 津田
	 3/	16㈭～		3/31㈮ 西川
	 4/	 1 ㈯～		4/15㈯ 岡㟢
	 4/	16㈰～		4/30㈰ 磯村

●テレホン法話担当表

FAX

ご
門
主
様
新
刊
紹
介

寺
務
所
に
て
お
取
り
扱
い
し
て
い
ま
す

8

岡

村 

住

子

田
村
美
樹
子

石

田 

幸

作

榎 

　
　
靜

江

畠

山 

信

勝

高

嶋 

京

子

宮

﨑 

愛

子

永

長 

和

代

片

桐 

貞

子

瀬

尾 

秀

夫

本

江 

貞

子

横

山 

健

次

藤

田 

典

子

宇

野 

信

子

大
橋
百
合
子

風

下 

五

郎

樋

口 

友

司

浅

野

　
　

 

清

大

野 

純

郎

本

間 

佳

子

山

田 

信

子

千

坂 

富

子

佐
々
木
朝
子

氏
原
ナ
カ
エ

井

上

　
　

 

寛

高

嶋 

栄

一

石

田 

節

子

田

村 
利

晴

室

谷 
隆

文

坂

東 
文

裕

松

本

　
　

 
節

小

野 

ヒ

デ

板

谷 

郁

子

中

谷

　
　

 

茂

川

﨑

　愛

子

（
敬
称
略
）

通
夜･

葬
儀
の

御
案
内

　小
樽
別
院
会
館
ホ
ー

ル
に
て
通
夜
・
葬
儀
会
場

と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

亡
き
方
が
く
だ
さ
っ
た

大
切
な
ご
縁
を
ぜ
ひ
菩

提
寺
に
て
。

　詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
寺
務
所
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（写真は会館ホール）（写真は浄縁塔仏間）

▶
小
会
場
も
ご
ざ
い
ま
す

　〈
20
名
程
度
〉

小樽別院
四角形
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西森電機商会有限
会社

お客様に愛される信頼とサービスの店

家電製品販売、修理、フランスベッド
住宅設備機器販売、住宅リフォーム

冷暖房設備・ロードヒーティング・融雪設備

小樽市天神1丁目10番3号
TEL（0134）24-0503
FAX（0134）32-2217

住宅設備工事店

●増改築工事　●流し回り、風呂廻り改修
●給湯器取付取替　●配管取替
●ストーブ取付取替　●暖房ボイラー取付取替

その他取替取付
ご相談に応じます

小樽市住吉町１５番８号
TEL・FAX　0134-22-6966

　謹
賀
新
年�

本
願
寺
小
樽
別
院

　

輪

　
　
　番	

富
永
　
眞
秀

副

　輪

　番	

西
川
　
達
恵

参

　
　
　勤	

櫻
井
　
法
道

参

　
　
　勤	

岡
﨑
　
昌
麿

参

　
　
　勤	

磯
村
　
真
一

参

　
　
　勤	

村
田
　
法
道

参

　
　
　勤	

西
村
　
玄
介

参

　
　
　勤	

森
　
　
敬
信

承

　
　
　仕	

津
田
　
造
士

事

　務

　員	

下
田
　
麻
実

事

　務

　員	

海
藤
真
己
子

非
常
勤
用
務
員	

本
郷
　
昶
子

責
任
役
員	

杉
本
　
守
巧

総

　
　
　代

総

　
　
　代	

福
島
　
正
紘

総

　
　
　代	

荒
田
　
一
正

総

　
　
　代	

岩
山
　
　
豊

総

　
　
　代	

北
川
　
喨
一

仏
教
壮
年
会
会
長	
辻
井
　
聡
克

仏
教
婦
人
会
会
長	
杉
本
美
穂
子

仏
教
青
年
会
会
長�

小
本
　
亜
季

園

　
　
　長	

鈴
木
　
久
司

副

　園

　長	

岡
﨑
　
昌
麿

主
任
教
諭	

市
川
　
容
子

教

　
　
　諭	

三
上
　
真
由

教

　
　
　諭	

柳
田
　
有
美

教

　
　
　諭	

上
野
　
仁
現

事
務
員
運
転
手	

伊
藤
　
光
行

臨
時
教
諭
・
用
務
員	

渡
部
　
綾
子

保
育
補
助	

松
井
　
綾
子

保
育
補
助	

山
口
　
敏
美

保
育
補
助	

葛
西
　
正
江

保
育
補
助	

須
田
　
知
枝

保
育
補
助	

金
澤
　
久
世

保
育
補
助	

義
川
　
潔
美

バ
ス
運
転
手	

山
下
　
隆
宣

園

　
　
　長	

櫻
井
　
法
道

主
任
保
育
士�

小
田
桐
景
子

保

　育

　士�

関
谷
　
育
子

保

　育

　士�

栗
原
　
恭
子

保

　育

　士�

若
杉
　
倫
子

保

　育

　士�

鈴
木
　
雅
恵

保

　育

　士�

渡
邉
絵
里
子

保

　育

　士�

安
川
　
香
美

保

　育

　士�

干
場
し
お
り

保

　育

　士�

川
村
明
日
香

保

　育

　士�

福
田
　
愛
里

保

　育

　士�

天
山
　
恵
里

保

　育

　士�

上
林
　
加
奈

保

　育

　士�

中
村
　
　
友

保

　育

　士�

山
﨑
　
正
子

保
育
補
助	

齋
藤
万
有
美

保
育
補
助	

国
見
　
紀
子

保
育
補
助	

下
村
恵
美
子

事

　務

　員�

柿
澤
　
里
和

所

　
　
　長	

厚
谷
　
弘
子

保
育
士
リ
ー
ダ
ー	

山
田
　
朋
果

保
育
士
リ
ー
ダ
ー	

三
浦
　
綾
子

保

　育

　士	
門
脇
　
奈
美

保

　育

　士	

畠
中
　
尚
子

保

　育

　士	

常
廣
久
美
子

保

　育

　士	

鶴
木
亜
希
子

保

　育

　士	

三
浦
　
麻
美

保
育
補
助	

藤
田
　
美
樹

保
育
補
助	

岡
本
ま
り
子

栄

　養

　士	

中
田
美
津
江

用

　
　
　務	

大
坂
奈
往
美

　小
樽
別
院

　小
樽
幼
稚
園
職
員

　新
光
保
育
園
職
員

　若
竹
保
育
所
職
員

「おたる西別院だより」に掲載してくださる商店や業者等を募集しております。
詳しくは 0134-22-0744 別院だより担当者:西村・津田までご連絡ください。広告募集



～まこと（いのち）の保育を行っています～

小樽幼稚園

ホームページからもご確認下さい
http://otaru-youchien.com/

入　園　願　書　受　付　中入　園　願　書　受　付　中

0134-22-6536
0134-22-6537

①保育料…市町村民税額によって小樽市より5階層で区分されますので、該当する階層の
金額を納めていただきます

②入園料…徴収いたしません

小樽幼稚園は「子ども・子育て支援新制度」により施設給付型幼稚園になりました

毎週火曜日 
10時～12時

満2歳～就園未満の幼児対象者

プレ保育 定員
20名程度

29年度募集定員

プール遊び 体操教室 英語遊び など

特別活動も充実しています。

年長組

若干名

年中組

若干名

年少組

20名

発
行
者
　
本
　
願
　
寺
　
小
　
樽
　
別
　
院
　
　
発
行
人
　
富
永
　
眞
秀
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